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　5月に入り、各業界では久
しぶりに通常通りの対面によ
る総会が開かれ、新体制や新
規事業など新たな時代へ向
けた動きも見られ始めている。
　経済状況も久しぶりに日経
平均株価がバブル以来の最
高値30,847円を付け期待が
高まったが、直ぐに続落が続
き、不安定が続いている。
　夏から秋へ向けた仕入会
や見本市、ユーザー催事も盛
り返しはじめ、前半戦はコロナ
禍前を超える回復は見られな
かったものの、後半戦に向け
た大きな期待がふくらみ始め
ている。
　しかし、小売店の不安要素
も広がっている。この数年で
広がった新しい販売スタイル
はコロナ禍が終わっても衰退
するどころか、より力を発揮するとみら
れており、既存のままの商売スタイルで
は伸び悩むとみられているからだ。
　メーカーによるBtoCにはじまり、
DtoC、CtoCと小売店が売らなくなっ
た分だけ直販が増え、より競争が複雑
化されたように見えるが、売りに関して
は同業種だけがライバルではなく異業
種との戦いが始まっているのだ。
　ただ専門性の良さが失われたわけ
ではなく、現在の超成熟社会において
は差別化された商品の価値が伝わり
難くなり、見た目重視の商品やコト消
費に奪われている側面も多い。
　その辺に気づけないのは、世代交代
が出来なく、新しい目を持てなかったこ
とによる要因が大きいが、正しい商品
価値が伝わりさえすれば売れないこと
はないことは実証されている。
　とある歴史ある組合が開催する衰退

気味の仕入れ会に新
しい出展社を入れたと
ころ、そこが一番の売
上を上げた。仕入会に
来るバイヤーの力がな
くなったわけではなく、
出品する側の商品のマ
ンネリが衰退原因の一
つであることが分かり、
ターゲットに合う商品
であれば、既存顧客だ
けでも売り上げは立つ
ということに注目した
い。
　「小売
店を元気
に」をテー
マに、消
費 者 に
とって付
加価値の

高いイベントを企画・提案
するセムプランニングの大
島英文代表は「弊社は年
間500回の催事企画を
担っており、九州から北
関東まで多くの小売店を見てきました
が、売上を伸ばせない小売店の多くが
決め事を2年続けられず、何かを理由
に諦めてしまいます」と話す。
　自分を信じずに、すぐに効果を求め
てしまう人が多いようだが、時代に合
わせた価値の伝え方が大切で、多様化
する価値観を捉えなければならない。
　セムプランニングでは最新のトレンド
や消費者ニーズをキャッチし、価値ある
企画提案を年間を通して行っている。
インポートジュエリーをはじめ、バック、
ファッション雑貨など市場にない商材
の提案や、顧客を集客するオリジナル
企画を行い、自店が目指す新しい時代

に向かう手伝
いをしてくれる
のだ。
　店頭販売で
商売繁盛する
ことが理想で

はあるが、即効を求め新しい商品を仕
入れることができないのであれば、新し
い催事企画で顧客ニーズを知り、次に

繋げていく事も必
要枠である。
　実際にマンネリ
化からの脱却にセ
ムプランニングの
企画提案を取り入
れる小売店は多
い。これまでと同じ
商品ではなく新し
い商品を、新しい
考えで提案できる
ので新鮮味のある

企画展が開催でき、顧客の満足度も
上がる。
　顧客が喜ぶ、顧客が楽しむ、顧客に
とって思い出
に残る3つが
主なイベント
作りになるが、
今一番効果が
出て人気のあ
る企画展を聞
いてみると、元
タカラジェンヌが来店し、歌と踊りと笑
いのある「ベルサイユ展」だという。
　宝塚とベルサイユというと、ジュエ
リーのメインターゲット層であるのは間
違いないが、セムプランニングの企画に
は更に企画展を確実のものとする仕掛
けがある。
　ただ単に来店客だけに周知するの
ではなく、地域のテレビやラジオ、ネット
ニュースで話題になるよう“ベルサイユ

のばらマリーアン
トワネットの1億円
のティアラ”を店頭
展示することで、顧
客以外にも認知さ
れ、地域での認知
度 が 上 がり、イ
メージアップにも
繋がるという3点が
強みとなる。
　これからの小売

店は異業種との戦いにあることを見据
えれば、企画展示に合せてリニューア
ルを図れば、地域一番の信頼ある小売
店を目指すことも不可能ではない。
　セムプランニングは九州・福岡で発
足されたが、中国・四国、関西、関東エ
リアと着実に商圏を広げているのは、
小売店にも消費者にも喜ばれる商品
を提案できるように真摯に耳を傾け、
最も信頼できる顧客の生の声をリアル
タイムに得て、常に時流を先取りできる
ことから喜ばれ、新たな取引先を顧客
からの紹介で得ることができているか
らだろう。
　また同社の強みは、ファッションを強
みに成長してきたところ。グループ会社
であるセムミモザ㈱では、中四国で婦
人服販売を中心に28店舗をチェーン

展開し、地域密着型企
業として対面接客をし
ていることから、ただ輸
入卸をするのではなく、
リサーチを基にきちん
とした喜ばれる商品を
アドバイスできる点が
他とは違う。

　これからは着実に売上を伸ばさなけ
れば生き残るのは難しい時代に入っ
た。セムプランニングの役割は、小売店
の事業形態に合わせて売上アップに
貢献すること。そのために高付加価値
商品の開発に努めながら、リサーチと
オリジナル商品の開発に向けた調査研
究も怠らない。
■問い合わせ＝TEL:092-622-3793

   

　6月10日は「時の記念日」。1920年
（大正9年）に制定されてから103年が
経った。
　日本の大衆が「秒」を意識し始めて
から103年。日本人が時間を意識する
ことが始まった原点のようなもの。
　現在は瞬時に正確な時刻を知ること
ができるようになり、時間を知ることの
有り難みは薄れているかもしれない。時
間に追われて生活するほど、きめ細かな
タイムスケジュールを共有することさえ
可能となったのが現代社会だ。
　1分1秒が大切なことだとはわかって
いても、毎日の生活の中では、なかなか
意識できず、1秒を感じることは少ない
だろう。
　日本の時計産業は、この100年の間
で凄まじい進歩を遂げた。時間の正確
さと携帯性の向上を図り、クオーツ時
計では世界市場を席巻し、様々なク
オーツ時計が開発され、世界をリード
してきた。自動巻き時計においても世
界に負けない技術力で進化し、グロー
バルブランドを増やし続けている。
　時の記念日は、671年に天智天皇が
漏刻（水時計）と使って日本で初めて報
時を行った故事に由来している。また、
1920年の5月から7月にかけ、国立博物
館の前身である東京教育博物館で、当
時時間をあまり気にしていなかった庶
民に時間厳守を促すため、時間をテー
マにした「時」展覧会が開催された。
　「時の記念日」が100周年を迎えた
2020年には、一世紀ぶりとなる「時」展
覧会が、国立科学博物館で開催された。
コロナ禍だったために然程盛り上がるこ
とはなかったと見られるが、「秒」を意識
し始めてからの
100周年は、「時」
の大切さと、「時」
について考える
絶好の機会にで
きるチャンスで

あったと考えると残念でならない。
　しかも「時の記念日」を100周年に合
わせて祝日にしよう！という活動も行わ
れていたので尚更悔やまれるが、現在こ
の活動はどうなっているだろうか・・・。
　また、100年で凄まじい進化を遂げ
た時計産業がある割には、腕時計を楽
しむ文化は現在までに築かれていない
ような気もするが、これからの時計文
化を各時計店はどのように考えている
のか、生活者に伝えているだろうか。時
計だけを販売しようとしていないか。
　超成熟社会となった日本社会では、
モノがあふれ、モノの価値が変わろうと
している。安易なものづくりや、安易な
販売スタイルは敬遠されつつある。リサ
イクルやリフォームなどが取り入れら
れ消費スタイルも変わってきた。

　これからの専門店は、より専門店らし
くなければならなくなるだろう。情報社
会においては、生活者も同じだけ情報を
得ることができるようになり、より詳しい
知識をもつことと、生活者が見逃しがち
なケアの仕方や楽しみ方など提供すべ
きサービスは多分に残されている。
　もう一度100周年を祝う機運が高ま
ることを切に願う。

6月10日は「時の記念日」
生活者に何を伝えますか！？
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